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「外出支援交通機関利用券」
と

「 温 泉 利 用 優 待 券 」
を交付します

４月12日（水）より

　
市
で
は
、
次
の
方
を
対
象
に
、

６
０
０
０
円
分
の
タ
ク
シ
ー
利
用

券
（
１
枚
５
０
０
円
の
利
用
券
が

　
枚
つ
づ
り
と
な
っ
て
い
る
も

１２の
）
も
し
く
は
、
６
０
０
０
円
分

の
バ
ス
利
用
券
（
１
枚
1
0
0
円

の
利
用
券
が
　
枚
つ
づ
り
と
な
っ

６０

て
い
る
も
の
）
の
ど
ち
ら
か
を
選

ん
で
い
た
だ
き
、年
間
1
冊
交
付

し
ま
す
。

▼
交
付
対
象
者
　
本
市
の
住
民
基

本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る

「
　
歳
以
上
」
の
方

７５

※
今
回
の
交
付
対
象
者
は
、
昭
和

　
年
４
月
　
日
ま
で
に
生
ま
れ

２３

１４

た
方
で
す
。
そ
れ
以
降
に
生
ま

れ
た
方
は
、
誕
生
日
を
迎
え
た

時
点
で
、
随
時
交
付
し
ま
す
。

▼
持
参
す
る
も
の
　
健
康
保
険
証

ま
た
は
介
護
保
険
証
な
ど
身
分

を
証
明
で
き
る
も
の

　
市
で
は
、
次
の
方
を
対
象
に
、

チ
ロ
ル
の
湯
を
利
用
で
き
る
温
泉

利
用
優
待
券
（
１
人
５
枚
）
を
交

付
し
ま
す
。

●
身
体
障
が
い
者
等
（

歳
以

６４

下
）
の
方

▼
交
付
対
象
者

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が
１

級
ま
た
は
２
級
の
方

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
種
別
が
第

１
種
で
、
１
級
ま
た
は
２
級
の

介
助
者

・
労
働
基
準
監
督
署
か
ら
振
動
病

ま
た
は
じ
ん
肺
と
認
定
さ
れ
た

方
▼
持
参
す
る
も
の

・
身
体
障
害
者
手
帳

・
休
業
補
償
給
付
支
給
申
請
書

（
振
動
病
患
者
の
み
）

・
健
康
管
理
手
帳
な
ど
身
分
を
証

明
で
き
る
も
の

●

歳
以
上
の
方

６５
▼
交
付
対
象
者
　
本
市
の
住
民
基

本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る

「
　
歳
以
上
」
の
方

６５

※
今
回
の
交
付
対
象
者
は
、
昭
和

　
年
４
月
　
日
ま
で
に
生
ま
れ

３３

１４

た
方
で
す
。
そ
れ
以
降
に
生
ま

れ
た
方
は
、
誕
生
日
を
迎
え
た

時
点
で
、
随
時
交
付
し
ま
す
。

▼
持
参
す
る
も
の

・
健
康
保
険
証
ま
た
は
介
護
保
険

証
な
ど
身
分
を
証
明
で
き
る
も

の
　

・
本
人
が
来
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
は
、
必
ず
委
任
状
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

・
今
年
度
か
ら
利
用
券
の
受
け
取

り
の
確
認
を
受
領
印
だ
け
で
は

な
く
、
記
名
ま
た
は
自
署
で
も

行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
の
で
印
鑑
を
持
参
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
左
表
の
日
程
で
交
付
し
ま
す
の

で
、
身
分
を
証
明
で
き
る
も
の

な
ど
該
当
す
る
も
の
を
持
参
し

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
事
業
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
２
階
緯
４
２
・

３
２
１
３
）

対象地区場　　所時　　間日　付

 上歌 上歌ストックヤード10:30～11:30

４月12日（水）  東光 東光地区集会所13:30～15:00

 本町 うたみん15:30～17:00

 歌神 歌神地区集会所10:00～11:30

４月13日（木）  神威 神威神楽岡地区集会所13:30～15:00

 中村 道の駅15:30～17:00

 文珠第一
 文珠第二

 社会福祉協議会
10:00～11:30

４月14日（金）  文珠新泉町
 しらかば団地13:30～15:00

 文珠第三 文珠第三町内会館15:30～16:30

 全地区 福祉事業課窓口  8:30～17:15４月17日（月）
以降

■交付日程と交付場所

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

高
齢
者
外
出
支
援

　
　
　
交
通
機
関
利
用
券

温
泉
利
用
優
待
券

共
通
事
項

タクシー利用券もしくはバス利用券
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※児童扶養手当は、２人目は10,420円（一部支給：10,410円～5,210円）、３人目以降は6,250円（一部
支給：6,240円～3,130円）ずつの加算となります。

令和５年４月から令和５年３月まで手当の種類
44,140円43,070円 児童扶養手当（全部支給）

43,130円～10,410円43,060円～10,160円 児童扶養手当（一部支給）
53,700円52,400円 特別児童扶養手当１級
35,760円34,900円 特別児童扶養手当２級
27,980円27,300円 特別障害者手当
15,220円14,850円 障害児福祉手当

●手当額の改定内容（月額）

　全国消費者物価指数の変動に伴い、令和５年４月分から各種手当の額が改定されます。各種手当の額は、
政令により全国消費者物価指数の変動に応じて改定することになっています。

＜問い合わせ　福祉事業グループ　市役所２階 緯42-3213＞

令和５年度各種手当額について

【制度の概要】

空き家バンク登録物件を募集しています
　市では、空き家等の有効活用を通して定住促進を図るため、空き家バンクへの登録物件を募集してい
ます。
　「空き家等」を所有していて、売却または賃貸での登録を希望される方は、企画広報グループ（市役所
３階 緯42-3214）まで申し込みください。

　登録した空き家の情報を、市のホー
ムページ等を通して公開します。
　情報を見て具体的な交渉を希望する
方は、市に利用の申し出を行い、市は
希望する物件の詳細情報を提供します
（３月９日現在、３件の登録がありま
す）。

●情報提供

　売却（譲渡）もしくは賃貸を希望する空き家の所有者から、
物件の情報登録を募り、「空き家バンク」に登録します。

●空き家登録の募集・登録

　市は空き家バンクを通して、情報の
収集と提供までを行い、所有者と利用
希望者との交渉や契約は行っていませ
ん。
　当事者同士で交渉や契約を行います
が、宅建業者に仲介を依頼する方法を
お勧めします。

●交渉・契約

▲空き家等情報登録制度（空き家バンク）の流れ

⑤当事者同士で交渉・契約

歌志内市
空き家バンク
（ホームページ）

空き家を 
買いたい人
借りたい人
（利用希望者）

空き家を 
売りたい人
貸したい人
（物件所有者）

①情報収集 ④情報提供

③情報確認②情報登録

児童扶養手当・特別児童扶養手当・特別障害者手当・障害児福祉手当

空き家になる見込みの方も、
ぜひご相談ください！
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こ
れ
ま
で
の
歌
志
内

●
昔
の
歌
志
内

　
歌
志
内
の
炭
鉱
の
歴
史
に
つ
い

て
、
1
8
9
1
年
２
月
　
日
採
炭

２３

開
始
、
鉄
道
輸
送
が
盛
ん
に
な
り
、

年
間
生
産
量
は
約
　
万
ト
ン
と
な

７０

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
空
知
管

内
一
大
炭
鉱
都
市
と
な
っ
て
働
く

人
が
大
量
に
増
え
、
人
口
が
約
４

万
6
千
人
を
記
録
し
ま
し
た
。
過

去
最
高
記
録
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
ま
は
げ
の
歴
史
に
つ
い
て
、

昔
の
歌
志
内
は
、
地
域
行
事
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
歌
志
内
に
秋

田
出
身
者
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

な
ま
は
げ
を
や
ろ
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
秋
田
の
方
に
お
願
い
し

ま
し
た
が
、
全
く
相
手
に
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
な
ま

は
げ
は
「
文
化
財
」
に
登
録
さ
れ

て
い
た
か
ら
で
す
。
で
す
が
、
粘

り
づ
よ
く
交
渉
を
重
ね
た
結
果
、

な
ま
は
げ
の
イ
メ
ー
ジ
を
損
な
わ

な
い
よ
う
に
と
い
う
条
件
で
な
ま

は
げ
の
使
用
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
も
歌
志
内
の
な
ま
は
げ
を
大

切
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と

考
え
ま
す
。

●
今
の
歌
志
内

　
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
に
つ
い
て
は
、

な
ま
は
げ
祭
り
や
し
ょ
っ
て
け
祭

り
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
で
３
年
前
か
ら
し
ょ
っ
て

け
祭
り
は
中
止
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
開
催
し
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
雲
海
に
つ
い
て
、
か
も
い
岳
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
分
た

ち
は
そ
の
場
で
は
見
た
こ
と
が
な

い
の
で
、
い
つ
か
見
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。　

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　２月28日、歌志内学園（ 富 
と

 樫 
がし

 孝 
たか

 行 校長・児童生徒数83人）の６年生教室で、６年生４人の児
ゆき

童と「児童と市長が語る会」を開催しました。
　語る会では、「歌志内のまちづくり～これまでの歌志内・これからの歌志内～」をテーマに授業
の中でまとめた意見などを発表しました。その内容の一部をお知らせします。

歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌志志志志志志志志志志志志志志志志志内内内内内内内内内内内内内内内内内学学学学学学学学学学学学学学学学学園園園園園園園園園園園園園園園園園児児児児児児児児児児児児児児児児児童童童童童童童童童童童童童童童童童ととととととととととととととととと市市市市市市市市市市市市市市市市市長長長長長長長長長長長長長長長長長ががががががががががががががががが語語語語語語語語語語語語語語語語語るるるるるるるるるるるるるるるるる会会会会会会会会会会会会会会会会会

こ
れ
か
ら
の
歌
志
内

あ
る
け
れ
ど
、
若
者
の
た
め
の
施

設
が
少
な
い
の
で
増
や
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

●
歌
志
内
の
未
来

　
現
在
、
人
口
が
減
少
傾
向
に
な

っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
歌
志
内
を

盛
ん
に
し
た
り
、
人
口
を
増
や
し

た
り
す
る
に
は
、
施
設
や
Ｚ
世
代

が
好
む
よ
う
な
も
の
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
塾
、
ゲ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
や
映
え
そ
う
な
カ
フ
ェ
（
ス

タ
ー
バ
ッ
ク
ス
な
ど
）、
雑
貨
屋
、

フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
（
マ
ク
ド
ナ
ル

ド
や
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
）
な
ど
で
す
。

　
歌
志
内
に
い
る
若
者
が
今
後
も

歌
志
内
に
住
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

な
ま
ち
に
な
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い

で
す
。
高
齢
者
の
た
め
の
施
設
は

　
歌
志
内
の
ま
ち
づ
く
り
、
歌
志

内
の
「
昔
」「
今
」「
未
来
」
と
い
う

こ
と
で
、
し
っ
か
り
と
し
た
テ
ー

マ
で
皆
さ
ん
調
べ
ら
れ
た
な
と
感

心
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
話
し

を
伺
い
、
た
い
へ
ん
参
考
に
な
り

ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、
し
ょ
っ

て
け
祭
り
を
は
じ
め
、
七
夕
祭
り

や
盆
踊
り
な
ど
は
昔
か
ら
や
っ
て

い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止

し
て
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
が
少
し

ず
つ
収
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
状
況
を
見
な
が
ら
こ
れ
ら
の

イ
ベ
ン
ト
も
復
活
す
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
歌
志
内
に
必
要
だ
と

思
う
こ
と
、
カ
フ
ェ
や
ゲ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
な
ど
色
々
あ
り
ま
し
た
が
、

歌
志
内
を
も
っ
と
盛
り
上
げ
た
中

で
、
そ
の
よ
う
な
会
社
が
歌
志
内

で
や
り
た
い
な
と
い
う
気
持
ち
に

な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
ま
ち

づ
く
り
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
長
コ
メ
ン
ト
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  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

消
防
本
部  

☎
4
2
・
3
2
5
5

消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

〈
予
防
・
保
安
グ
ル
ー
プ
〉

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

警防・救急グループ

　
４
月
　
日（
木
）か
ら
　
日（
日
）

２０

３０

ま
で
の
　
日
間
「
お
出
か
け
は
　

１１

マ
ス
ク
戸
締
ま
り
　
火
の
用
心
」

の
防
火
標
語
を
掲
げ
、
全
道
一
斉

に
春
の
火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ

ま
す
。

　
本
市
で
も
今
年
１
件
の
火
災
が

発
生
し
て
お
り
、
空
気
が
乾
燥
す

る
こ
の
時
期
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た

油
断
で
火
災
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。

　
令
和
３
年
の
北
海
道
の
出
火
原

因
上
位
３
位
と
注
意
点
を
載
せ
ま

す
の
で
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

１
位
：「
ガ
ス
コ
ン
ロ
」

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
周
り
に
は
、
燃

え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

第9話 消防車のサイレンについて

　
消
防
車
の
サ
イ
レ
ン
は
…

①
火
災

②
交
通
事
故
、
救
助
、
そ
の
他

の
２
種
類
に
分
け
て
い
ま
す
。

次回～第10話 ホースブリッジについて

春
の
火
災
予
防
運
動

道路交通法施行令
第14条

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
を
使
用
し
て
い
る

と
き
は
、
そ
の
場
か
ら
離
れ
な

い
よ
う
に
し
、
離
れ
る
場
合
は
、

必
ず
火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
を
使
用
し
た
あ
と

は
、
必
ず
元
栓
を
閉
め
、
チ
ャ

イ
ル
ド
ロ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
ホ
ー
ス
に
亀
裂
や
穴
が
開
い
て

い
な
い
か
定
期
的
に
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

２
位
：「
た
ば
こ
」

・
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
や
寝
た
ば

こ
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
吸
い
殻
は
水
で
確
実
に
消
し
ま

し
ょ
う
。

・
灰
皿
に
吸
い
殻
を
溜
め
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
た
ば
こ
は
決
め
ら
れ
た
場
所
で

吸
い
ま
し
ょ
う
。

３
位
：「
ス
ト
ー
ブ
」

・
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
暖
を
取
る

と
き
は
、
着
て
い
る
服
に
火
が

着
か
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

・
ポ
ー
タ
ブ
ル
ス
ト
ー
ブ
に
給
油

す
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
し

ま
し
ょ
う
。

・
給
油
後
は
、
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ

ン
ク
の
ふ
た
が
確
実
に
締
ま
っ

て
い
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■
予
防
運
動
期
間
中
の
主
な
行
事

　
４
月
　
日
（
木
）　
時
に
火
災

２０

２０

①
火
災
の
サ
イ
レ
ン
は
「
ウ

～
ウ
～
、
カ
ン
カ
ン
」
と

鳴
ら
し
ま
す
。

②
交
通
事
故
、
救
助
、
そ
の

他
の
サ
イ
レ
ン
は
「
ウ
～

ウ
～
」
と
鳴
ら
し
ま
す
。

※
鎮
火
し
て
現
場
か
ら
引
き

揚
げ
る
と
き
は
、「
カ
ン
カ

ン
」
と
鳴
ら
し
ま
す
。

　
サ
イ
レ
ン
は
消
防
車
が

安
全
に
現
場
へ
向
か
う
た

め
に
鳴
ら
し
ま
す
が
、
同

時
に
火
災
が
あ
っ
た
こ
と

を
消
防
団
員
や
住
民
の
皆

さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
効

果
も
あ
り
ま
す
。

歌志内市消防署  消防３号車

消防車の仕組み
～サイレン操作アンプ～

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

サイレン 「ウ～ウ～」

警鐘 「カンカン」

　
道
内
で
橋
名
板
の
盗
難
が
多
発

し
て
い
ま
す
。

　
橋
名
板
と
は
、
橋
や
川
の
名
前

を
記
し
た
金
属
製
の
プ
レ
ー
ト
で
、

地
域
の
目
印
と
し
て
役
立
つ
よ
う
、

橋
の
両
端
に
設
置
し
て
い
る
設
備

で
す
。

　
道
民
の
財
産
を
守
る
た
め
、
橋

の
前
後
な
ど
で
不
審
者
を
見
か
け

た
ら
１
１
０
番
通
報
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
札
幌
建
設
管
理

部
用
地
管
理
室
（
緯
０
１
１
・

５
６
１
・
０
４
１
４
）
ま
た
は

土
木
建
築
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所

１
階
緯
４
２
・
２
２
２
３
）

橋
名
板
の
盗
難
被
害

　
　
　
防
止
の
呼
び
か
け

予
防
啓
発
の
た
め
の
サ
イ
レ
ン
を

鳴
ら
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
も
う
一
度
火
の
元

を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
期
間
中
、
車
両
広
報
や

有
線
広
報
を
は
じ
め
消
防
職
員
が

防
火
訪
問
に
行
き
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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以
下
の
議
案
は
、
２
日
間
に
わ

た
る
条
例
・
予
算
等
審
査
特
別
委

員
会
の
審
査
を
経
て
、
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
３
月
９
日

条
例
・
予
算
等
審
査
特
別

委
員
会
付
託

■
歌
志
内
市
個
人
情
報
の
保
護
に

（

）
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NEWS

議会の動き
第1回定例会

3月9日から会期9日間で開催

【
歳
入
】

▽
普
通
交
付
税
の
増

２
億
５
３
６
１
万
６
千
円

▽
生
活
保
護
費
の
減

２
４
９
９
万
３
千
円

▽
財
政
調
整
基
金
の
減

１
億
円

▽
公
共
施
設
等
整
備
基
金
繰
入
金

の
減

５
０
０
０
万
円

▽
前
年
度
繰
越
金
の
増

１
億
２
０
１
７
万
６
千
円

▽
臨
時
財
政
対
策
債
の
減

２
２
４
４
万
６
千
円

■
同
歌
志
内
市
営
公
共
下
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
年
度
末
の
決
算
見
込
み
な
ど
に

よ
り
、
歳
入
歳
出
予
算
か
ら
６
９

６
万
６
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総

額
を
２
億
３
９
０
３
万
４
千
円
と

し
ま
し
た
。

■
同
歌
志
内
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
基
金
積
立
金
の
確
定
及
び
決
算

見
込
み
な
ど
に
よ
り
、
歳
入
歳
出

予
算
に
８
８
７
万
８
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
１
億
２
８
８
７

万
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
同
歌
志
内
市
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

■
定
期
監
査
及
び
財
政
援
助
団
体

等
監
査
結
果
報
告
に
つ
い
て

　
令
和
４
年
度
に
監
査
委
員
が
行

っ
た
　
課
の
定
期
監
査
と
、
財
政

１２

援
助
及
び
出
資
を
行
っ
て
い
る
３

団
体
に
対
す
る
監
査
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
道
線
の
認
定
に
つ
い

て
　
文
珠
地
区
宅
地
造
成
工
事
の
完

成
に
伴
い
、
新
た
に
西
歌
１
号
線

を
市
道
と
し
て
認
定
し
ま
し
た
。

■
令
和
４
年
度
歌
志
内
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
に
１
億
７
４
３

　
年
度
末
の
決
算
見
込
み
な
ど
に

よ
り
、
歳
入
歳
出
予
算
か
ら
８
３

万
２
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額

を
７
６
１
６
万
８
千
円
と
し
ま
し

た
。

■
同
歌
志
内
市
病
院
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

　
年
度
末
の
決
算
見
込
み
を
調
整

し
、
次
の
と
お
り
補
正
し
ま
し
た
。

▼
収
益
的
収
支

　
収
入
は
２
１
６
３
万
８
千
円
を

減
額
し
て
６
億
２
１
６
５
万
３
千

円
に
、
支
出
は
２
３
７
８
万
３
千

円
を
減
額
し
て
６
億
３
１
４
６
万

円
と
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正
に
よ
り
当
年
度
純

損
失
は
１
９
９
２
万
５
千
円
に
、

欠
損
金
合
計
は
７
億
９
５
７
３
万

９
千
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。

９
万
６
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
　
億
２
５
９
７
万
円
と
し
ま

５１

し
た
。

　
補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
歳
出
】

▽
公
共
施
設
等
整
備
基
金
の
増

２
億
２
０
０
０
円

▽
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
特
別
事

業
基
金
積
立
金
の
増

４
０
０
０
万
円

▽
介
護
保
険
推
進
経
費
に
係
る
負

担
金
（
空
知
中
部
広
域
連
合
）

の
減

１
０
１
９
万
２
千
円

▽
生
活
保
護
費
の
減３

３
３
１
万
円

▽
病
院
事
業
会
計
繰
出
金
の
減

３
３
１
１
万
円

▽
道
路
維
持
一
般
経
費
に
係
る
除

雪
委
託
料
の
増

１
０
０
０
万
円

▽
市
営
公
共
下
水
道
特
別
会
計
繰

出
金
の
増

１
８
８
１
万
９
千
円

▽
住
宅
改
修
事
業
の
係
る
工
事
請

負
費
（
改
良
住
宅
）
の
減

１
０
５
２
万
７
千
円

▽
職
員
給
与
費
の
減

１
４
４
７
万
５
千
円
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関
す
る
法
律
施
行
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る

た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す

る
法
律
の
施
行
に
よ
り
、
個
人
情

報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
同
法
の
施

行
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め

る
た
め
、
こ
の
条
例
を
制
定
し
ま

し
た
。

■
歌
志
内
市
情
報
通
信
技
術
を
活

用
し
た
行
政
の
推
進
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行

政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
の
規

定
に
基
づ
き
、
行
政
手
続
の
オ
ン

ラ
イ
ン
化
を
可
能
と
す
る
た
め
に

必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
、
こ

の
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
課
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　
効
率
的
な
行
政
運
営
と
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、

市
の
組
織
機
構
の
見
直
し
を
行
い
、

行
政
課
題
に
対
応
し
た
効
率
的
な

組
織
運
営
を
図
る
た
め
、
歌
志
内

市
課
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
し

ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
定
住
促
進
条
例
の
一
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■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
後
遺
症
の
か
た
が
た
の
日
常

を
守
る
取
り
組
み
の
強
化
を
求

め
る
意
見
書

■
認
知
症
の
人
も
家
族
も
安
心
な

社
会
の
構
築
を
求
め
る
意
見
書

■
L
G
B
T
Q
に
関
す
る
差
別
を

解
消
し
、
人
権
を
守
る
法
整
備

を
求
め
る
意
見
書

■
岸
田
政
権
が
進
め
る
「
防
衛
費

拡
大
・
大
増
税
」
に
反
対
す
る

意
見
書

　
　
　〈
３
月
　
日
・
議
員
提
出
〉

１７

　
他
５
件
の
意
見
書
が
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
、
内
閣
総
理
大
臣
や

総
務
大
臣
な
ど
の
各
関
係
先
に
送

付
さ
れ
ま
し
た
。

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　
市
内
へ
の
定
住
を
奨
励
す
る
た

め
の
措
置
を
拡
充
し
、
よ
り
定
住

人
口
の
増
加
を
図
る
た
め
、
関
係

条
文
を
整
備
し
ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
職
員
定
数
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　
歌
志
内
市
下
水
道
事
業
に
地
方

公
営
企
業
法
の
規
定
を
適
用
す
る

こ
と
や
行
政
事
務
の
効
率
化
等
に

よ
る
職
員
数
の
削
減
に
伴
い
、
職

員
定
数
を
整
備
し
ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
の
特
別
職
の
職
員
で

非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　
監
査
委
員
の
報
酬
月
額
に
つ
い

て
、
近
隣
氏
の
支
給
状
況
を
勘
案

し
て
改
正
し
ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
高
等
学
校
等
支
援
金

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
高
等
学
校
等
に
就
学
す
る
生
徒

に
対
し
て
の
就
学
支
援
金
を
増
額

支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
護
者

の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
も
の
。

■
歌
志
内
市
立
病
院
条
例
及
び
歌

志
内
市
職
員
給
与
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　
令
和
５
年
４
月
１
日
よ
り
市
立

病
院
の
組
織
体
制
を
見
直
す
た
め
、

関
係
条
文
を
整
備
し
ま
し
た
。

■
令
和
５
年
度
歌
志
内
市
各
会
計

予
算

　
一
般
会
計
を
は
じ
め
、
全
５
会

計
の
新
年
度
予
算
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

令和６年４月１日から

不動産の相続登記の申請が義務化
　相続が発生してもそれに伴って相続登記がされない原因として、①これまで相続登記の申請は任意と
されており、かつ、その申請をしなくても相続人が不利益を被ることが少なかったこと、②相続した土
地の価値が乏しく、売却も困難であるような場合には、費用や手間を掛けてまで登記の申請をする意欲
がわきにくいことが指摘されていました。
　そのため、相続登記の申請を義務化することで、不動産登記簿を見ても現在の所有者が直ちに判明し
ない、いわゆる「所有者不明土地」の発生を予防することになりました。
　相続登記の申請義務についての主なルールは、以下のとおりです。
Ａ基本的なルール
　相続（遺言も含みます。）によって不動産を取得した相続人は、その所有権を取得したことを知った日
から３年以内に相続登記の申請をしなければならないこととされました。
Ｂ遺産分割が成立した時の追加的なルール
　遺産分割の話し合いがまとまった場合には、不動産を取得した相続人は、遺産分割が成立した日から
３年以内に、その内容を踏まえた登記を申請しなければならないこととされ
ました。
Ｃ罰則について
　ＡＢともに、正当な理由がないのに義務に違反した場合、10万円以下
の過料の適用対象となります。
　くわしくは、法務局ホームページ（https://houmukyoku.moj.go.jp）
をご覧いただくか、札幌法務局（滝川支局 緯23-2330）までお問い合わ
せください。

＜戸籍保険グループ＞
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電話番号住 所指定工事店

42-2645歌志内市字文珠141番地加藤建設㈱

32-4221赤平市字赤平533番地（設備）西出興業㈱

42-2377歌志内市字本町231番地㈱吉田組

42-3318歌志内市字神威195番地経塚工業㈱

74-6163
砂川市空知太東1条3丁目3番
7号

オーハシ総合設備㈱

24-0357滝川市泉町2丁目1番7号㈱道央ハウジング

76-3386新十津川町字中央331番地2太陽ホーム㈱

42-3148歌志内市字本町37番地1㈱和泉組

■歌志内市下水道排水設備指定工事店（登録順） 早
急
に
下
水
道
水
洗
化
工
事
の
実
施
を

　
く
み
取
り
ト
イ
レ
な
ど
は
、
下
水
処
理
が
で
き
る
日
か
ら
３
年
以
内
に
水
洗

ト
イ
レ
へ
の
改
造
が
法
的
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
住
宅
改
修
促
進
助
成
事
業
（
　
万
円
以
上
改
修
費
の
２
割
、　
万
円
限
度
）

３０

５０

や
無
利
子
貸
付
制
度
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、
下
水
道
水
洗
化
に
向
け
て
早
急

な
改
造
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
排
水
設
備
工
事
の
施
工
は
、
左
表
の
歌
志
内
市
下
水
道
排
水
設
備
指

定
工
事
店
で
の
み
実
施
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
工
事
の
見
積
も
り
な
ど

の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　〈
 土
木
建
築
グ
ル
ー
プ
　
市
役
所
２
階
 緯
４
２
・
２
２
２
３
 〉

　昨年の８月から９月ごろに大量発生した蛾の
種類は、「クスサン」という大型の蛾で、成虫に
なってからの寿命は１週間ほどでありますが、
その間に、街灯や建物の壁に卵を産みつけます。
　卵は越冬し、そのまま放置すると４月下旬か
ら５月上旬頃にはふ化しますので、今年のクス
サンの大量発生を抑制するためにも、今一度、
ご自宅の周りを確認し、家の外壁などに産みつ
けられた卵塊を見つけた際には、ヘラなどでは
ぎ取って土中に埋めるか、一般ごみ（燃やせる
ごみ）として処分してください。
　なお、卵塊は頑丈に張り付いていますので、
作業の際には、けがと壁などを傷つけないよう
注意してください。

地域づくり活動
支援事業補助金

　市では、地域団体等が取り組む地域づくり活
動を支援するため、歌志内市地域づくり活動支
援事業補助金制度を実施しています。
　共に助け合い、安心して暮らせる地域の形成
・充実・強化を図るため、ぜひこの制度をご活
用ください。
●対象団体
　町内会・自治会及び市内に活動の拠点を有し、
地域住民を対象に継続的な事業を行う団体（た
だし、宗教活動及び政治活動を行う団体は除
く）
●対象事業
　対象団体が実施する、地域の景観保全・美化
推進、生涯学習、高齢者支援、健康づくり、防
犯・防災などの魅力ある地域づくりに関する事
業
●補助金額
・補助率　補助対象経費の３分の２以内（1千
　　　　　円未満の端数切り捨て）
・限度額　10万円（当該年度において同一団体
　　　　　は原則１回限り）
・交付期間　同一事業につき、３年を限度

大型の蛾「クスサン」の
が

問い合わせ　企画広報グループ
　　　　　　（市役所３階 緯42-3214）

卵を見つけたら

問い合わせ　環境交通グループ
　　　　　　（市役所１階 緯42-3217）

▲成虫のクスサン（左）とクスサンの卵塊（右）



問い合わせ 保健介護グループ  （市役所２階  ☎ 42-3213）

あなたの健康を応援します!
Let’ s 健康！

2211 令和５年４月号

　今回は、子宮 頸 がんについてお伝えします。
けい

ヒトパピローマウイルス（H
PV）に長期にわたり感染す
ることと考えられている。

原因

早期は症状のないことが多
いが、生理のとき以外の出
血や性行為による出血、お
りものの増加などが見られ
ることがある。

症状

●子宮頸がんについて

●子宮頸がんの原因“ヒトパピローマウイルス（HPV）”

　HPVは、性交経験のある女性の多くが生涯で一度は感染するとされているウイルスです。HPVには、
200種類以上のタイプがあり、そのうち、少なくとも15種類が子宮頸がんの原因になることがわかって
います。HPVに感染してもすぐにがんになる訳ではなく、いくつかの段階があります。

子宮がん検診は6月26日に乳がん検診と同日に行います。くわしくは折り込みチラシをご覧ください。

●子宮頸がんの予防と早期発見

①HPVワクチン（子宮頸がん予防ワクチン）の接種
　平成25年から積極的な接種の勧奨を差し控えていたHPVワクチンですが、安全性について特別な心
配は認められないこと等が確認され、令和４年４月から接種の勧奨が再開となっています。
　小学校６年～高校１年相当の女性を対象にワクチン接種が行われており、感染予防効果を示す抗体は
少なくとも12年間維持される可能性があることが、これまでの研究でわかっています。

②子宮頸がん検診の受診
　子宮頸がんを早期発見するため、検診を受けることが重要です。検診では、がん
になる前の「前がん病変」も見つけることができます。また、市では30～60歳の方
を対象にHPVに感染していないかを調べるHPV検査も合わせて行っています。

HPVの持続感染 前がん病変
（異形成）

子宮頸がん

数年～数十年かけて進行　※進行が早い場合もあります

HPV感染正常

多くの場合
自然に消えます 一部は正常に戻ることがあります

　毎年約1.1万人が子宮頸がんと診断されていま
す。子宮頸がんは20歳代後半から増加して、40
歳代でピークを迎えます。30歳代までにがんの
治療で子宮を失ってしまう人も、年間に約1,000
人おり、がんの予防・早期発見が大切です。

子宮頸がん年齢別罹患率（上皮内がんを除く）

出典：国立がん研究センターがん情報サービス「がん統計」
　　 （全国がん登録）

ワクチンで防げないタイプのHPVもあるため、ワクチンを接種していても
20歳になったらがん検診を受けることが大切です
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（
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当
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介
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▽
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広
報
グ
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企
画
財
政
課
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画
広
報
グ

ル
ー
プ
主
査
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楽
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  人
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く
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と
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政
課
主
幹
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政
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課
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主
査
） 佐
  藤
  伸
  一
 ▽
市

さ
 
と
う
 し
ん
 い
ち

民
課
付
主
幹
（
空
知
中
部
広
域
連

合
派
遣
）（
市
民
課
付
主
査
（
空
知

中
部
広
域
連
合
派
遣
）） 小
  川
  愉
 

お
 
が
わ
 
ゆ

 生
 ▽
福
祉
事
業
課
主
幹
（
福
祉
事

う業
グ
ル
ー
プ
担
当
）（
保
健
福
祉
課
 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

福
祉
事
業
グ
ル
ー
プ
主
査
） 逢
坂
 

あ
い
さ
か

 秀
  夫
 ▽
福
祉
事
業
課
主
幹
（
認
定

ひ
で
 
お

こ
ど
も
園
担
当
）
兼
歌
志
内
認
定

こ
ど
も
園
園
長
（
保
健
福
祉
課
主

幹
（
認
定
こ
ど
も
園
担
当
）
兼
歌
志

内
認
定
こ
ど
も
園
園
長
） 長
沢
  栄
 

な
が
さ
わ
 え
い

 子
 ▽
福
祉
事
業
課
主
幹
（
認
定
こ

こど
も
園
担
当
）
兼
歌
志
内
認
定
こ

ど
も
園
副
園
長
（
保
健
福
祉
課
主

幹
（
認
定
こ
ど
も
園
担
当
）
兼
歌
志

内
認
定
こ
ど
も
園
副
園
長
） 佐
  藤
 

さ
 
と
う

 邦
  子
 ▽
福
祉
事
業
課
主
幹
（
生
活

く
に
 
こ

保
護
グ
ル
ー
プ
担
当
）（
保
健
福
祉

課
主
幹
（
生
活
保
護
グ
ル
ー
プ
担

当
）） 佐
  々
  木
  厚
  史
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介
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介
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設
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設
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2233 令和５年４月号

納付方法拡大のお知らせ
４月から地方税ＱＲコードによる市税の納付が始まります

納付書サンプル

このマークがQRコードとして新たに印字されたものです

問い合わせ 税務グループ（市役所１階 緯42-3217）

　４月から、これまでの納付方法（窓口納付、口座振替）に加えて、地方税統一ＱＲコードが印字され

た納付書については、そのＱＲコードを利用して自宅や職場等のパソコン、スマートフォン等から「地

方税お支払サイト」を使用して電子納税が可能となります。

　また、このＱＲコードは、金融機関でも納付が可能で、利用できる納付方法が拡大されます。

葛対象となる税　固定資産税、軽自動車税（種別割）、市道民税（普通徴収）

　　　　　　　　【対象外】国民健康保険税、後期高齢者医療保険料

●利用可能な支払い方法

　くわしい支払い方法については、納税通知書に同封するお知らせをご覧ください。

※くわしくは、ｅLTAXホームページ（https://www.eltax.lta.go.jp/）でご確認ください。
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　新入学のシーズンを迎え、子ども達の活動も活発になります。
歩行者や自転車利用者が増えるとともに、初心者や慣れない道を
運転するドライバーも多くなります。重大事故が起きやすい季節
となりますので、ドライバーの皆さんはじゅうぶんに注意すると
ともに、思いやりのある運転を心がけましょう。

＜環境交通グループ＞

新入学（園）児童・園児に対して思いやりのある運転を


